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緒   言 
 近年、肺癌細胞の遺伝子変異解析が急速に進歩している。その中で、driver mutation
という、発癌に決定的な役割を果たす遺伝子変異があることが腺癌で解明されている。
















 当院で 2002 年から 2005 年に根治手術が施行された stageIA、IB の肺癌症例 241 例
のうち、治癒切除が施行された混合型肺腺癌 54 例より、合併症のある症例や検体の
保存状況が芳しくない症例を除外し、38 例より同意を得て各病理型を呈する部位毎に
EGFR 遺伝子変異解析を行い、腫瘍内 heterogeneity を解析し、臨床背景因子、予後
との関連を検討した。EGFR 遺伝子変異解析は、パラフィン包埋標本で、細気管支肺胞
上皮癌型、腺房型、乳頭型を呈する部位をレーザーマイクロダイセクションにより切
り出し、各部位毎に DNA を抽出し、mutant-enriched PCR 法により行った。 
 
結   果 
 患者年齢は 39 歳から 83 歳まで、中央値は 68 歳、22 例（56%）が女性、30 例(79%)
が IA 期、24 例(63%)が軽喫煙者、非喫煙者であった。無再発期間は中央値は 65.4 カ




年齢、喫煙歴、EGFR 遺伝子変異、EGFR 遺伝子変異の heterogeneity との解析では 
病期（stageIA と stageIB 期の比較）でのみ有意差を認めた。    
 
考   察 
 肺腺癌の異なる病理型を呈する部位毎に、EGFR 遺伝子変異の heterogeneity が存在
















                          
 
 
 
（備考）※日本語に限る。2000 字以内で記述。Ａ4版。 
 
